
 

第７回 医療用から要指導・一般用への転用に関する評価検討会議 

議事次第 

 

 

平成 31年３月 14日(木) 15:00～17:00 

場所：AP新橋虎ノ門 C、D会議室（11階） 

 

 

 

議   事 

 

 

１．スイッチ OTC 医薬品の候補となる成分の要望状況について 

 

２．パブリックコメントを踏まえたスイッチ OTC 化の妥当性について 

 

３．要望品目のスイッチ OTC 化の妥当性について 

 

４．その他



 

配付資料一覧 

 

検討会議の概要 

 資料１ 評価検討会議における検討の進め方 

 

スイッチ OTC 医薬品の候補となる成分の要望状況等 

 資料 2-1 スイッチ OTC医薬品の候補となる成分の要望状況について（平成 28年度要望） 

 資料 2-2 スイッチ OTC医薬品の候補となる成分の要望状況について（平成 29年度要望） 

資料 2-3 スイッチ OTC医薬品の候補となる成分の要望状況について（平成 30年度要望） 

 

パブリックコメントを踏まえたスイッチ OTC 化の妥当性について 

 ○ドネペジル塩酸塩、ガランタミン臭化水素酸塩、メマンチン塩酸塩、リバスチグミン 

   資料 3-1 検討会議結果（案） 

   資料 3-2 御意見等 

 ○イトプリド塩酸塩 

   資料 4-1 検討会議結果（案） 

   資料 4-2 御意見等 

 ○その他 

   資料５ 御意見等 

 

要望品目のスイッチ OTC 化の妥当性について 

 ○資料６ ポリカルボフィルカルシウム 

   資料 6-1 成分情報等  

資料 6-2 関係医学会・医会見解 

   資料 6-3 日本 OTC 医薬品協会見解 

 

  参考資料１ 「医療用から要指導・一般用への転用に関する評価検討会議」開催要綱 

  参考資料２ スイッチ成分の評価システムの検討について 

  参考資料３ 要望受付開始について（プレスリリース） 

  参考資料４ 日本におけるスイッチ OTC 成分 


